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スラーム大学社会イスラーム研究所（Pusat Pengkajian Islam dan Masyarakat, Universitas Islam Negeri: PPIM-
UIN）、MANASSA、C-DATSとの共催で開催した写本国際シンポジウムで、その一部が発表され
た。このシンポジウムは、毎年インドネシア各地で、持ち回りで開催されているインドネシア写
本学会の国際シンポジウムをベースにしたものであるが、2004年は、文献学者だけでなく、写
本を利用する他の専門分野の研究者をインドネシア国内外から招待し、写本分析の方法論につい
て議論をおこなった。この会議でのパレンバンとミナンカバウにおける写本調査の成果発表は、
各地の写本の現状と調査状況を研究者に明らかにしたが、それだけでなく、調査が二箇所で行わ
れたことにより、今後詳細な比較を通じて、スマトラ島全体における写本の傾向・流通の実態を
さらに解明することが期待された。また、これにより、インドネシア各地の未調査地域での調査
の必要性も喚起され、デジタル化などの新技術の導入により、国際協力体制を視野にいれた、さ
らなる写本研究の進展が目指されることとなった。写本はこれまで、歴史的価値が見出しにくい
ことから、文献学者以外の研究者からは等閑視されてきた。しかし、地方の歴史、さらにはイン
ドネシア・マレーシア地域全体の歴史を執筆する上で、植民者側ではなく、現地側からの視点と
して、一つの重要な史料になることが予想される。上記二件の写本調査プログラムの成果が、イ
ンドネシア研究者によって十分容易に利用できるような状態に整備していくことが今後の課題で
ある。
インドネシア写本保存共有プロジェクト（菅原由美）
109
5，イスラーム寄宿塾の敷地のワカフ証明 
【ミナンカバウ写本】
6， メッカ巡礼記
史資料ハブ／事業提携推進プロジェクトの紹介
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7，イスラーム神秘主義の写本 
8，インドラプラ王国の系譜 
